On the Field of \u27The Theory of the Formula for Capital\u27 by 嶋田 力夫
｢資 本 形 式 論 ｣ の対 象 領 域 につ い て
― 時 永 淑 教 授 の 所 説 に ふ れ て ―
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(1分 宇野,前掲 F資本論研究』,I,281貢｡
(13),(14)時永,前掲書,40-41貢｡
(19 時永,前掲書,3頁｡
(16) 同前,17頁.
(17) 同前頁｡
(10 宇野弘蔵 F経済原論j岩波全書版,1964年,
40-41頁O以下宇野,新 F原論j40-41頁と略称
する｡
(19),eO),el),¢凱613)時永,前掲書19頁｡
624),軌 626)時永,前掲書20頁｡
(軌朗),Cz9)同前掲書21頁｡
(30)宇野Fマルクス経済学原理論の研究』岩波書店,
1959年,65頁｡
(31)宇野,新 F原論』95頁｡
(32)時永,前掲書33頁｡
脚 同前掲書37貢｡
(34)同前,52頁O
脚 同前,46頁｡
(36)同前,43頁｡
(37),(38) 同前,44頁O
脚 同前,43頁｡
(40)同前,46頁｡
(41),(42),(43),(44) 同前,47貢｡
(45) 同前,48頁｡
(46)同前,43頁｡
-12-
